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ぎかいカフェぎかいカフェ（議会報告会）（議会報告会）を開催しましたを開催しました
「表紙デザイン」

「紙面のわかりやすさ」
「個人質問の見やすさ」

の３つのテーマで
近江八幡市を含む５つの

市の議会だよりを比較して
シールアンケートを

実施しました

　令和7年度議会報告会「ぎかいカフェ」を開催いたしました。

　今回は定員60名のところ、満席となる多くの市民の皆さまにご参加いただき、心より感謝申し
上げます。

　オープニングでは、八幡西中学校吹奏楽部の皆さんが、勉強や学校行事の合間を縫って一生懸
命練習してくださり、素晴らしい演奏で会に花を添えてくださいました。

　時間に限りがあり、市民の皆さんのお声を十分にお聞きするには短い時間となりましたが、「来
てよかった」「楽しかった」「こんな機会は初めて」「身近に議会を知ることができてよかった」 と
いった温かいご感想を多くいただきました。

　今年度は、新庁舎のお披露目を兼ねた庁舎ツアーに加え、お茶を飲みながら参加できるシール
アンケートコーナー、またトークミーティングでは、実際に議場の議員席に座り、"住みたい街ラ
ンキングアップ大作戦"と題して話し合い、賛成・反対のボタンを押す議場体験を行いました。

　このように市民の皆さんと顔を合わせ、率直に思いを交わせる機会は、これまで決して多くは
なく、今回の開催は大きな一歩であったと感じています。今後も、より開かれた議会、市民に身
近な議会を目指し、議員一同努力を重ねてまいります。なお、皆様にいただいたご意見は、今後
の議会活動に活かしてまいりたいと思います。� （広報広聴委員会 副委員長 山本 妙子）
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ぎかいカフェぎかいカフェ（議会報告会）（議会報告会）を開催しましたを開催しました特特集集
　開かれた議会を目指し、１月24日、新しく供用開始となった新市庁舎でぎかいカ
フェ（議会報告会）を開催しました。
　オープニングイベントでは、議場で八幡西中学校の吹奏楽部の皆さまに演奏をし
ていただき、今年度のぎかいカフェは素敵な音色からのスタートとなりました。新
庁舎ツアー、議場でのタウンミーティング、シールアンケートを実施し、新しい庁
舎ならではのぎかいカフェが開催できました。

議場では、オープニングイベント
として八幡西中学校の吹奏楽部に
よる演奏とタウンミーティングを
実施しました
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３月定例会の概要

開 

会

２月16日
・会期の決定（２月16日～３月17日）

・諸般の報告（議長報告、監査報告、市長報告）

・議案の上程（議案42件（予算議案22件、条例議案17件、その他議案３件））

個  

人  

質  

問  

等

２月26日
・大川恒彦議員、南祐輔議員、間宮泰樹議員、沖茂樹議員、森原陽子議員

・追加議案の上程（議案３件（予算議案１件、条例議案２件）、）

３月２日
・懲罰動議について

・中塚理恵議員、道下直樹議員、青木勝治議員、小西はげむ議員、辻󠄀正隆議員、松村務議員

３月３日
・玉木弘子議員、岡田彦士議員、三上英夫議員、山本妙子議員、竹尾耕児議員

・委員会付託

常 
任 
委 

員 

会 

等

３月４、５、６、９、10日　予算常任委員会

３月10日　総務常任委員会

３月11日　教育厚生常任委員会

３月13日　産業建設常任委員会

３月２、６、12日　懲罰特別委員会
・各常任委員会で議案について審査、討論及び採決、懲罰特別委員会で動議について審査

閉 

会

３月17日
・森原陽子議員に対する懲罰の件

・各委員会報告

・討論、採決

・追加議案の上程（議案２６件（人事議案２６件））

・採決
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問　

滋
賀
県
で
は
昨
年
末
に
「
滋
賀

県
地
域
交
通
計
画
（
素
案
）」
が
作
成

さ
れ
、
財
源
と
し
て
交
通
税
の
導
入

も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
素
案

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

は
否
定
的
な
意
見
が
多
く
見
ら
れ
、

ま
た
県
議
会
に
お
い
て
も
、
交
通
税

の
導
入
に
半
数
近
く
の
議
員
が
反
対

の
意
思
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
お
聞
き
し
ま
す
。
昨
年
6
月
に
交

通
税
に
つ
い
て
質
問
し
た
時
か
ら
現

在
ま
で
の
間
に
、
滋
賀
県
の
地
域
交

通
に
つ
い
て
、
各
交
通
事
業
者
や
各

市
町
の
行
政
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

答　

市
民
部
長

　

滋
賀
県
で
は
、
昨
年
12
月
末
に
滋

賀
地
域
交
通
計
画
の
「
素
案
」
を
公
表
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
県

民
、
自
治
体
、
交
通
事
業
者
か
ら
合

計
4
1
9
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
意
見
に
は
公
共
交
通
の
維
持
・

充
実
へ
の
期
待
の
声
が
あ
る
一
方
で
、

新
た
な
税
「
交
通
税
」
の
検
討
に
つ

い
て
は
、「
不
公
平
感
」
や
「
負
担
増
」

に
対
す
る
懸
念
や
反
対
意
見
も
あ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
各
自
治
体

か
ら
は
、
地
域
の
実
態
に
合
わ
せ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
計
画
と
し
っ
か
り

整
合
す
る
こ
と
、
既
に
整
備
・
構
築

し
て
い
る
公
共
交
通
体
制
を
維
持
・

向
上
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
意

見
が
共
通
し
て
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

問　

医
療
受
診
向
上
の
観
点
か
ら
質

問
し
ま
す
。

①�

学
区
内
に
は
地
域
住
民
の
健
康
を

考
え
る
た
め
の
医
療
機
関
が
存
在

す
る
事
が
一
般
的
で
す
が
、
無
医

地
区
に
お
け
る
取
組
や
対
応
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

②�

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、医
療
サ
ー

ビ
ス
の
需
要
が
高
ま
り
ま
す
が
、

医
療
提
供
体
制
を
確
立
、
確
保
す

る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
か
。

③�

地
域
医
療
の
充
実
化
を
図
る
た
め
、

地
域
医
療
連
携
を
強
固
に
し
て
い

く
必
要
性
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

た
め
に
は
何
が
不
可
欠
で
、
何
が

課
題
な
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

①
②
子
ど
も
健
康
部
長

　
　

③�

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
事
業
管

理
者

①�

学
区
内
に
医
療
機
関
が
な
い
地
区

は
あ
り
ま
す
が
、
国
が
示
す
「
容

易
に
医
療
機
関
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
地
区
」
に
は
該
当
し

な
い
た
め
、
診
療
所
や
医
師
の
巡

回
を
す
る
施
策
等
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

②�

地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

健
康
診
断
に
基
づ
く
保
健
指
導
と
、

取
組
を
社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ

せ
、
よ
り
一
層
の
医
療
と
介
護
の

連
携
を
図
り
、
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

③�
地
域
医
療
連
携
を
強
固
に
す
る
た

め
に
は
、
地
域
内
の
各
医
療
機
関

を
訪
問
し
良
好
な
関
係
づ
く
り
と

日
頃
か
ら
の
情
報
共
有
が
大
切
で

す
。
課
題
と
し
て
は
、
身
近
な
診

療
所
が
閉
院
と
な
り
受
診
で
き
な

く
な
る
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

本
市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

フ
ッ
化
物
洗
口
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

②
管
理
不
全
不
動
産
に
対
す
る
措
置
に
つ
い
て
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創
政
会�

大 

川 

恒 

彦

個人質問

無
医
地
区
に
お
け
る

行
政
の
考
え
方
に
つ
い
て

創
政
会�

南 

　 

祐 

輔

個人質問

交
通
税
に
つ
い
て



問　

西
の
湖
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
に
も
登
録
さ
れ
る
な
ど
本
市
の

貴
重
な
自
然
遺
産
で
あ
り
、
観
光
・

農
業
・
生
態
系
の
面
で
も
極
め
て
重

要
な
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ヨ
シ
群
落
の
保
全
や
農
業
排
水
対

策
な
ど
の
環
境
啓
発
活
動
や
水
質
改

善
に
係
る
事
業
な
ど
県
・
市
と
共
に

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①�

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
評
価
に
つ
い

て
②�

構
造
的
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

③�

他
の
自
治
体
の
先
進
事
例
の
活
用

に
つ
い
て

答　

市
民
部
長

　

リ
ン
の
底
質
か
ら
の
溶
出
抑
制
と

し
て
、
湖
底
耕こ
う

耘う
ん

や
ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ

イ
ン
バ
ブ
ル
に
よ
る
実
証
実
験
を

行
っ
た
結
果
、
底
質
の
一
部
の
分
析

項
目
に
つ
い
て
、
一
定
の
改
善
が
見

ら
れ
た
と
県
か
ら
は
報
告
を
受
け
て

お
り
ま
す
が
、
本
市
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
市
で
も
、
令
和
７

年
か
ら
、
西
の
湖
や
西
の
湖
に
流
入
・

流
出
し
て
い
る
河
川
を
対
象
に
、
流

入
・
流
出
水
の
流
量
や
水
質
を
調
査

し
て
お
り
、
次
年
度
も
調
査
を
継
続

し
、
改
善
策
を
見
出
し
、
そ
の
結
果

を
も
と
に
、
県
に
も
提
言
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

県
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
か
ら

環
境
省
と
の
連
携
の
も
と
、
効
果
的

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
施
策
を
実
施
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
他
府
県
の

事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

に
す
る
「
地
域
計
画
」
に
つ
い
て
は
、

対
象
と
な
る
全
て
の
集
落
で
策
定
さ

れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
地

域
計
画
」
は
策
定
し
た
ら
終
わ
り
で

は
な
く
、
担
い
手
の
状
況
変
化
な
ど

を
捉
え
、
実
態
に
即
し
て
継
続
的
に

見
直
し
を
行
い
、
実
効
性
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
「
地
域
計
画
」

の
見
直
し
な
ど
を
行
っ
て
お
ら
れ
る

の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。
併
せ
て
、
現

時
点
で
の
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積

状
況
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答　

産
業
経
済
部
長

　

地
域
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和
7

年
3
月
末
時
点
で
83
の
計
画
を
策
定

し
て
お
り
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を

通
じ
て
進
捗
状
況
を
確
認
し
、
実
態

に
即
し
た
計
画
と
な
る
よ
う
随
時
見

直
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
5
つ
の
計
画
に
つ
い
て
見
直
し

を
行
い
、
さ
ら
に
21
の
計
画
に
つ
い

て
も
、
近
江
八
幡
市
地
域
計
画
推
進

協
議
会
に
お
い
て
協
議
を
行
い
、
変

更
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
状
況
に

つ
い
て
は
、
令
和
7
年
3
月
末
時
点

で
本
市
の
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積

率
は
79
・６
％
で
あ
り
、
全
国
平
均
の

61
・
5
％
、
滋
賀
県
平
均
の
69
・
1
％

を
上
回
る
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

道
路
交
通
法
の
改
正
に
つ
い
て
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創
政
会�

間 

宮 

泰 

樹

個人質問

西
の
湖
の
水
質
改
善
に
つ
い
て

政
翔
会�

沖 

　 

茂 

樹

個人質問

地
域
計
画
の
そ
の
後
と

農
業
支
援
に
つ
い
て



［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

産
業
振
興
と
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

②
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て

③�

障
が
い
者
事
業
所
、
高
齢
者
事
業
所
の
現

状
と
支
援
に
つ
い
て

④�

学
校
給
食
費
の
無
償
化
と
隠
れ
教
育
費
に

つ
い
て

問　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
風
邪

に
似
た
症
状
で
す
が
、
乳
児
で
は
肺

炎
や
細
気
管
支
炎
を
起
こ
し
重
症
化

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
効
薬
は

な
く
予
防
が
重
要
で
、
妊
婦
へ
の
母

子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
が
令
和
8
年
4
月

か
ら
定
期
接
種
化
の
方
向
で
す
。
ま

た
、
妊
婦
が
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
場
合
に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
直

接
抗
体
を
投
与
す
る
「
抗
体
製
剤
」

と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
本
市
の
、

定
期
接
種
に
向
け
た
準
備
状
況
、
対

象
者
数
と
費
用
、
抗
体
製
剤
へ
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

子
ど
も
健
康
部
長

　

毎
年
1
月
か
ら
2
月
に
、
各
医
療

機
関
に
次
年
度
の
予
防
事
業
へ
の
協

力
や
実
施
さ
れ
る
予
防
接
種
の
種
類

等
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
次
年
度
に

予
防
接
種
の
実
施
協
力
い
た
だ
け
る

医
療
機
関
に
、
3
月
中
旬
ご
ろ
に
予

防
接
種
の
関
係
書
類
を
送
付
し
て
お

り
、
そ
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
対
象
と
な
る
妊
婦
さ
ん
に

は
、
母
子
手
帳
交
付
時
や
市
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
情
報
提
供
、

必
要
に
応
じ
個
別
通
知
等
に
よ
る
周

知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
対
象
者

は
、
年
間
6
0
0
人
程
度
、
費
用
は
、

当
初
予
算
額
で
約
1
︐7
5
5
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
抗
体
製
剤
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
国
で
定
期
接
種

化
に
係
る
議
論
が
開
始
さ
れ
る
と
い

う
情
報
を
得
て
い
ま
す
。

問　

日
本
共
産
党
は
、「
浸
水
地
域
で

あ
り
軟
弱
地
盤
で
あ
る
整
備
地
は
、

避
難
所
に
も
な
る
安
土
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
エ
リ
ア
と
し
て
適
し
て
い
な
い
。

造
成
す
れ
ば
事
業
費
の
大
幅
増
額
の

リ
ス
ク
が
あ
る
」
と
訴
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
整
備
事
業
は
、
当
初
の
3

倍
近
い
1
1
2
億
円
と
な
り
、
歳
出

の
大
幅
増
額
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
建
設
か
ら
44
年
が
経
過

し
た
八
幡
西
中
学
校
の
大
規
模
改
修

工
事
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の

小
中
学
校
の
大
規
模
改
修
の
見
通
し

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　

教
育
部
長

　

令
和
8
年
度
に
「
近
江
八
幡
市
学

校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
」
の
更
新

を
行
う
予
定
を
し
て
い
ま
す
。
上
位

計
画
の
「
近
江
八
幡
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
と
の
整
合
を
図
る

と
と
も
に
、
改
修
の
手
法
や
工
期
の

設
定
、
高
騰
が
続
く
建
設
物
価
や
人

件
費
の
状
況
、
改
修
後
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
等
も
鑑
み
な
が
ら
、

各
校
の
建
物
の
劣
化
状
況
及
び
教
育

環
境
の
必
要
性
を
総
合
的
に
勘
案
し

た
う
え
、
計
画
を
見
直
し
示
し
て
い

き
ま
す
。�

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

認
知
症
予
防
と
軽
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）

へ
の
早
期
対
応
に
つ
い
て

②
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
定
期
接
種
に
つ
い
て
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日
本
共
産
党�

森 

原 

陽 

子

個人質問

市
の
財
政
と
公
共
施
設
、

及
び
そ
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

公
明
党�

中 

塚 

理 

恵

個人質問

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
の

定
期
接
種
化
に
向
け
た
市
の
対
応
に
つ
い
て



問　

医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
先
日

総
務
常
任
委
員
会
で
所
管
事
務
調
査

を
行
い
、
N
I
C
U
や
G
C
U
も
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

地
域
の
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

と
し
て
尽
力
し
て
い
た
だ
き
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
以
前
に

質
問
い
た
し
ま
し
た
無
痛
分
娩
の
確

立
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長

　

無
痛
分
娩
を
行
う
に
は
、
麻
酔
科

医
が
硬
膜
外
麻
酔
を
手
術
室
で
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
麻
酔
科
医
の

不
足
に
加
え
て
、
手
術
件
数
が
高
水

準
で
推
移
し
て
お
り
、
現
状
は
無
痛

分
娩
の
実
施
は
困
難
な
状
況
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、無
痛
分
娩
の
ニ
ー

ズ
は
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
今
後
に
お
い
て
は
実
施
に
向

け
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問　

保
育
所
等
の
4
月
入
所
見
込
み

は
、
待
機
児
童
解
消
に
至
る
の
か
、

現
時
点
の
見
込
み
と
保
育
士
確
保
状

況
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
新
制
度
の
「
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
」
の
目
的
は
子
育

て
家
庭
の
孤
立
防
止
、
育
児
不
安
軽

減
、
0
〜
2
歳
児
の
発
達
支
援
で
す
。

月
10
時
間
を
標
準
と
し
、
継
続
的
な

関
わ
り
を
重
視
し
て
い
ま
す
が
、
本

市
は
1
か
所
の
み
で
、
1
日
5
名
定

員
、
月
上
限
3
時
間
等
と
限
定
的
で

す
。
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施
や
、
他
市

よ
り
低
い
設
定
に
よ
る
問
題
認
識
、

保
育
所
以
外
で
の
実
施
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答　

子
ど
も
健
康
部
長

　

申
込
児
童
数
が
前
年
度
に
比
べ
、

40
名
程
度
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
り
、

待
機
児
童
を
完
全
に
解
消
す
る
こ
と

は
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

保
育
士
確
保
に
つ
い
て
は
、
公
立

園
、
私
立
園
と
も
に
不
足
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
に
関

し
て
、
ニ
ー
ズ
調
査
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
他
市
と
比
較
し
て
十
分
で
な

い
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
待

機
児
童
を
抱
え
て
い
る
本
市
の
状
況

に
お
い
て
、
で
き
る
限
り
で
の
実
施

と
し
ま
し
た
。
保
育
所
以
外
で
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
人
員
や
ス
ペ
ー
ス

に
課
題
が
あ
り
難
し
い
と
判
断
し
ま

し
た
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

令
和
８
年
度
当
初
予
算
に
伴
う
今
後
の
行

財
政
運
営
等
に
つ
い
て

②�

地
域
格
差
拡
大
へ
の
対
応
に
つ
い
て

③�

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
赤
字
に
つ
い
て
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創
政
会�

道 

下 

直 

樹

個人質問

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

実
現
に
向
け
て

育
政
会�

青 

木 

勝 

治

個人質問

子
ど
も
子
育
て
支
援
に
つ
い
て



問　

中
部
湖
東
幹
線
、
県
道
２
号
線

安
土
バ
イ
パ
ス
、
国
道
８
号
に
つ
い

て 

①
整
備
状
況 

②
未
整
備
区
間
や

事
業
化
の
見
通
し 

③
県
・
国
と
の
連

携
を
確
認
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
渋

滞
緩
和
や
物
流
効
率
化
、
企
業
誘
致
、

観
光
振
興
、
防
災
力
向
上
な
ど
へ
の

波
及
効
果
を
踏
ま
え
、
総
合
計
画
と

連
動
し
た
地
域
活
性
化
戦
略
及
び
今

後
の
重
点
的
な
取
組
方
針
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答　

都
市
整
備
部
長

　

中
部
湖
東
幹
線
（
野
村
工
区
）、
県

道
２
号
線
安
土
バ
イ
パ
ス
の
整
備
状

況
は
、
道
路
予
備
設
計
を
実
施
中
で

す
。
国
道
８
号
近
江
八
幡
・
野
洲
間
は
、

調
査
段
階
で
整
備
方
針
が
決
ま
っ
て

い
な
い
状
況
で
す
。
中
部
湖
東
幹
線
、

安
土
バ
イ
パ
ス
は
、
県
と
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
お
り
、
国
道
８
号
は
、

期
成
同
盟
会
を
通
じ
て
、
一
体
的
で

切
れ
目
の
な
い
早
期
整
備
を
国
に
強

く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

総
合
計
画
と
連
動
し
た
地
域
活
性

化
戦
略
は
、
上
位
・
関
連
計
画
に
お

け
る
考
え
方
を
踏
ま
え
た
道
路
整
備

を
計
画
し
、
道
路
整
備
の
基
本
方
針

の
実
現
に
向
け
た
整
備
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
今
後
の
重

点
的
な
取
組
方
針
は
、
本
市
の
道
路

整
備
の
基
本
理
念
及
び
基
本
方
針
に

応
じ
た
道
路
網
や
道
路
空
間
の
形
成

に
向
け
た
整
備
を
推
進
し
、
整
備
に

あ
た
っ
て
は
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え

優
先
度
に
応
じ
て
必
要
な
路
線
を
整

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

小
西
理
市
長
は
、
2
0
1
8
年

４
月
の
初
当
選
時
、
旧
近
江
八
幡
市

と
旧
安
土
町
の
合
併
（
2
0
1
0
年
）

以
降
の
市
政
の
方
向
性
や
公
共
施
設

の
維
持
・
更
新
と
言
っ
た
財
政
課
題

に
対
し
、
新
し
い
視
点
で
の
行
政
経

営
を
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
４
点
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

①
財
政
面
の
取
組
に
つ
い
て

②
市
政
の
特
色
に
つ
い
て

③
主
な
成
果
に
つ
い
て

④�

今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
次
期

市
長
に
託
し
た
い
事
な
ど

答　

市
長

　

財
政
運
営
と
し
て
は
、
市
の
価
値

を
上
げ
て
人
や
企
業
を
呼
び
込
み
税

収
基
盤
を
作
る
、
独
自
財
源
と
な
る

ふ
る
さ
と
納
税
に
尽
力
す
る
、
支
出

の
無
駄
を
な
く
す
改
善
を
続
け
る
、

市
内
事
業
者
の
活
性
化
を
図
る
と
い

う
4
点
を
基
本
に
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。「
小
さ
な
庁
舎
大
き
な
福
祉
。

暮
ら
し
子
育
て
市
民
の
笑
顔
」
を
掲

げ
、
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を

特
色
と
し
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
暮

ら
し
や
す
く
子
育
て
が
し
や
す
い
、

明
る
く
ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
に
な
っ
た

と
い
う
声
を
い
た
だ
け
て
い
る
こ
と

が
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

成
果
は
現
代
に
共
通
な
目
指
す
べ
き

姿
だ
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
市
長
に

は
、
市
民
が
笑
顔
に
な
る
楽
し
く
愉

快
な
明
る
い
ま
ち
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

持
続
可
能
な
地
域
経
済
を
支
え
る
産
業
政

策
の
実
効
性
向
上
に
つ
い
て

②�

豪
雨
災
害
の
激
甚
化
を
踏
ま
え
た
砂
防
・

治
山
対
策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

公
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
で
業
務
の
効

率
化
に
つ
い
て

②�

障
害（
児
）者
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
に

つ
い
て

③�

公
共
施
設
及
び
義
務
教
育
施
設
に
お
け
る

国
旗
・
国
歌
の
取
扱
い
に
つ
い
て
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政
翔
会�

辻 

　 

正 

隆

個人質問

道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
進
捗
と

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

創
政
会�

小 

西 

は
げ
む

個人質問

小
西
市
長
に
問
う
に
つ
い
て



問　

西
中
の
長
寿
命
化
工
事
に
、
5

年
間
で
74
億
円
の
費
用
を
か
け
て
改

修
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

技
術
士
、
建
築
士
の
視
点
で
見
る
と
、

新
築
が
で
き
る
費
用
を
か
け
て
改
修

す
る
の
は
、
経
済
合
理
性
に
欠
け
ま

す
。
設
計
段
階
で
コ
ス
ト
削
減
の
検

討
は
十
分
さ
れ
た
の
か
、
整
備
計
画

や
財
政
見
通
し
が
更
新
さ
れ
な
い
ま

ま
、
巨
額
予
算
を
先
行
さ
せ
る
の
は

順
序
が
逆
で
す
。
見
通
し
あ
る
全
体

計
画
を
示
し
、
財
政
的
持
続
性
を
確

認
し
た
上
で
予
算
化
す
べ
き
で
あ
り
、

市
民
に
納
得
で
き
る
説
明
を
し
て
く

だ
さ
い
。

答　

教
育
部
長

　

低
い
グ
レ
ー
ド
の
複
層
ガ
ラ
ス
の

採
用
な
ど
コ
ス
ト
の
重
視
の
視
点
で

設
計
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
部
分

的
な
補
修
」
と
「
全
体
的
な
改
修
」

の
組
み
合
わ
せ
や
工
法
の
組
み
合
わ

せ
を
含
め
、
今
後
30
年
以
上
使
用
で

き
る
建
物
へ
の
改
修
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
8
年
度
に
「
近
江
八
幡
市
学

校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
」
の
更
新

を
行
う
予
定
で
す
。
上
位
計
画
の「
近

江
八
幡
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
と
の
整
合
を
図
り
、
改
修
の
手

法
や
工
期
の
設
定
、
建
設
物
価
や
人

件
費
な
ど
の
状
況
も
鑑
み
な
が
ら
、

各
校
に
お
け
ま
す
建
物
の
劣
化
状
況

や
教
育
環
境
の
必
要
性
を
総
合
的
に

勘
案
し
計
画
を
見
直
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

整
備
地
は
、
軟
弱
地
盤
、
浸
水

想
定
区
域
で
、
土
地
の
条
件
が
悪
く

適
地
で
な
い
こ
と
や
、
事
業
費
が
膨

ら
む
こ
と
な
ど
を
議
会
で
質
し
て
き

ま
し
た
。
事
業
費
は
、
令
和
5
年
は

71
・
4
億
円
で
し
た
が
、
昨
年
11
月

に
は
112
・
2
億
円
と
40
・
8
億
円
も

大
幅
に
増
額
し
ま
し
た
。
次
の
3
点

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

①�

事
業
費
が
40
・
8
億
円
も
増
加
し

た
理
由

②�

液
状
化
対
策
を
追
加
さ
れ
た
理
由

及
び
対
策

③�

整
備
地
は
最
大
震
度
6
弱
で
す
が
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る

か
答　

都
市
整
備
部
長

①�
71
・
4
億
円
は
、
建
築
の
詳
細
設

計
を
行
う
前
で
あ
り
、
あ
く
ま
で

も
概
算
事
業
費
で
あ
る
こ
と
を
こ

れ
ま
で
も
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

112
・
2
億
円
は
、
昨
今
の
建
築
資

材
等
の
上
昇
に
よ
る
影
響
も
加
味

し
詳
細
設
計
額
を
反
映
し
た
も
の

で
す
。

②�

地
盤
液
状
化
指
数
で
は
、
全
体
的

に
液
状
化
の
危
険
性
が
「
極
め
て

低
い
」～「
低
い
」
と
判
定
し
て
い

る
が
、
当
エ
リ
ア
は
、
避
難
所
と

し
て
の
機
能
を
有
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
災
害
時
の
活
動
拠
点
と

な
る
建
物
周
辺
や
駐
車
場
等
の
地

下
に
砂
杭
を
圧
入
し
、
支
持
力
を

高
め
る
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

③�

安
土
学
区
の
地
区
防
災
拠
点
と
し

て
地
盤
の

嵩か
さ

上
げ
等
、

防
災
・
減

災
を
考
慮

し
た
整
備

計
画
と
し

て
い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

地
域
の
宝
を
輝
か
せ
る
た
め
の
小
西
市
長

の
思
い
を
聞
く

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

旧
安
土
町
四
地
域
の
合
併
浄
化
槽
は
三
者

契
約
の
継
続
を

②�

県
の
上
下
水
道　

料
金
改
定
と
本
市
へ
の

影
響
に
つ
い
て

③�

老
蘇
小
学
校
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
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育
政
会�

松 

村 

　 

務

個人質問

八
幡
西
中
長
寿
命
化

改
修
事
業
に
つ
い
て

日
本
共
産
党�

玉 

木 

弘 

子

個人質問

安
土
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア

整
備
事
業
に
つ
い
て

公共施設等

整備基金

６.９５億円

事業費

74.43億円

一般財源 0.12 億円 

地方債 

27.19 億円 

国庫支出金 

７.９２億円 

西中長寿命化工事の財源内訳 

（教育委員会資料より） 

ふるさと応援基金 

３２.２５億円 

【安土川から整備地方向】



問　

昨
今
、
高
校
生
や
大
人
の
読
書

離
れ
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
読
書
環
境
の
醸

成
が
急
務
で
あ
り
、
公
立
図
書
館
・

学
校
図
書
館
と
地
域
連
携
協
働
に
よ

る
読
書
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
が
必
要

で
す
。
本
市
で
は
、
読
書
活
動
の
関

心
を
高
め
る
た
め
「
協
議
会
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
協

議
会
で
す
か
。
ま
た
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
普
及
に
よ
り
電
子
書
籍
が
身
近
と

な
り
、
紙
ベ
ー
ス
の
読
書
を
す
る
子

ど
も
が
減
っ
て
い
ま
せ
ん
か
伺
い
ま

す
。
併
せ
て
子
ど
も
の
不
読
率
に
つ

い
て
も
伺
い
ま
す
。

答　

教
育
長

　

本
市
で
は
、
子
ど
も
読
書
に
関
わ

る
「
子
ど
も
読
書
推
進
委
員
会
」、
大

人
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の
読
書
活

動
に
対
し
て
、「
近
江
八
幡
市
立
図
書

館
協
議
会
」
を
設
置
し
、
読
書
活
動

推
進
に
向
け
た
協
議
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
朝
読
書
や
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
、
P
O
P
コ
ン
ク
ー

ル
等
、
読
書
活
動
の
活
性
化
に
向
け

た
取
組
を
通
じ
、
小
中
学
生
の
読
書

機
会
が
生
活
の
中
に
定
着
す
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
7
年
6

月
実
施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

市
内
の
子
ど
も
の
不
読
率
は
、
小
学

校
6.6
％
、
中
学
校
3
％
と
な
っ
て
お

り
、
国
と
比
べ
て
大
幅
に
低
い
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

防
犯
対
策
に
つ
い
て

②
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て

③�

文
字
・
活
字
文
化
資
源
の
活
用
推
進
事
業

に
つ
い
て

問　

平
成
27
年
の
公
職
選
挙
法
改
正

や
平
成
30
年
の
民
法
改
正
に
よ
り
、

選
挙
権
年
齢
や
成
年
年
齢
が
満
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
小
・
中

学
校
の
段
階
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
主

権
者
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を

身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
在
小
・
中
学
校
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
主
権
者
教
育
の
具

体
的
な
実
践
事
例
（
学
年
・
教
科
等
・

内
容
）
及
び
子
ど
も
た
ち
の
変
容
や

課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

教
育
長

　

小
学
校
で
は
、
3
年
生
で
福
祉
施

設
の
見
学
、
4
年
生
で
地
域
調
査
活

動
を
行
い
、
6
年
生
で
福
祉
施
設
関

係
者
に
よ
る
講
話
等
か
ら
学
ぶ
な
ど
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
系
統
的
な

学
習
を
し
て
い
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
特
別
活
動
の
中
で
、

学
級
生
活
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
多
様
な
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら

合
意
形
成
を
図
る
経
験
を
積
み
上
げ
、

生
徒
会
活
動
を
通
し
て
、
学
校
運
営

に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度
の
育
成

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
自
分
と
社
会

と
の
関
わ
り
を
実
感
で
き
る
学
習
や

経
験
を
積
み
重
ね
て
い
け
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

不
登
校
児
童
生
徒
に
係
る
支
援
に
つ
い
て

②�

令
和
８
年
度
新
規
事
業
「
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
推
進
事
業
」
に
つ
い
て

③�

国
道
４
７
７
号
に
お
け
る
通
学
路
の
確
保

等
に
つ
い
て
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創
政
会�

岡 

田 

彦 

士

個人質問

図
書
館
・
学
校
図
書
館
と
地
域
連
携
協
働
に

よ
る
読
書
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て

創
政
会�

三 

上 

英 

夫

個人質問

小
・
中
学
校
に
お
け
る

主
権
者
教
育
の
取
組
に
つ
い
て



問　

人
口
減
少
に
よ
り
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
学
校
施
設
の
老
朽
化
と

将
来
の
更
新
費
用
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
の
質
を
確
保
し
な
が
ら
持
続
可

能
な
学
校
配
置
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
の
か
、
市
の
将
来
像
を
お
示
し
く

だ
さ
い
。

　

併
せ
て
、
小
中
一
貫
校
（
義
務
教

育
学
校
）
の
可
能
性
や
、
学
校
を
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
防
災
・

子
育
て
・
福
祉
な
ど
多
機
能
に
活
用

す
る
視
点
、
全
庁
横
断
的
な
連
携
に

よ
る
検
討
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

教
育
長
・
危
機
管
理
監

　

少
子
化
の
進
行
や
学
校
施
設
の
老

朽
化
が
進
む
中
、
教
育
の
質
を
維
持

し
つ
つ
持
続
可
能
な
教
育
環
境
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
小
中
学

校
の
あ
り
方
は
、
令
和
8
年
度
策
定

予
定
の
第
3
期
教
育
振
興
基
本
計
画

に
検
討
プ
ロ
セ
ス
を
位
置
づ
け
、
学

校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
は
人
口
動

向
や
老
朽
状
況
を
踏
ま
え
更
新
し
ま

す
。
義
務
教
育
学
校
の
可
能
性
は
、

先
行
事
例
や
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
踏
ま
え
研
究
を
深
め
ま
す
。
ま

た
、
学
校
を
含
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ

リ
ア
は
地
域
防
災
の
拠
点
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
の
育
成
や
地
域
活
動
、

学
区
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
拠
点
施
設

だ
と
考
え
て
お
り
、
体
育
館
の
空
調

整
備
も
関
係
課
が
連
携
し
て
進
め
て

い
ま
す
。

問　

市
長
選
を
控
え
来
年
度
予
算
は

骨
格
予
算
と
し
て
の
編
成
に
な
り
ま

し
た
。
計
画
を
一
時
取
り
や
め
た
事

業
が
あ
る
一
方
、
新
規
事
業
を
含
め

継
続
路
線
で
予
算
編
成
さ
れ
て
い
る

事
業
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
判
断

の
基
準
は
何
か
と
い
う
点
、
現
在
取

り
や
め
に
な
っ
て
い
る
事
業
の
前
提

と
な
っ
た
課
題
は
払
拭
さ
れ
た
の
か
、

市
長
選
の
結
果
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず

進
め
る
べ
き
事
業
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
な
ど
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
初
問
と
し
て
予
算
編
成

に
あ
た
り
取
り
や
め
た
事
業
に
つ
い

て
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

答　

総
務
部
長

　

令
和
8
年
度
当
初
予
算
は
、
4
月

の
市
長
選
挙
を
控
え
、
市
長
公
約
等

に
係
る
新
た
な
政
策
的
経
費
を
除
い

た
「
骨
格
予
算
」
と
し
て
位
置
付
け

て
お
り
ま
す
が
、
市
政
を
停
滞
さ
せ

ず
、
最
大
限
、
市
民
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
対
応
し
た
予
算
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

施
設
整
備
関
連
で
は
、
既
に
着
手

し
て
い
る
安
土
小
学
校
、
八
幡
西
中

学
校
等
の
学
校
施
設
の
整
備
は
、
財

源
確
保
し
て
お
り
、
特
に
遅
ら
せ
る

理
由
が
な
い
た
め
予
算
に
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
市
民
広
場
整
備
事
業
、

地
域
活
性
化
公
衆
浴
場
整
備
事
業
、

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修
事

業
、
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
施
設

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
4
月
の
市

長
選
挙
を
踏
ま
え
て
、
新
た
な
体
制

で
方
向
性
を
含
め
検
討
す
る
た
め
、

令
和
8
年
度
当
初
予
算
で
は
編
成
し

な
い
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
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公
明
党�

山 

本 

妙 

子

個人質問

人
口
構
造
の
変
化
と
学
校
施
設

の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て

チ
ー
ム
は
ち
ま
ん�

竹 

尾 

耕 

児

個人質問

３
月
の
予
算
編
成
に
つ
い
て



議
第
12
号　
令
和
８
年
度
近
江

八
幡
市
一
般
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
2
2
億

円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
予
算
は
、

「
骨
格
予
算
」
で
あ
り
、
市
長
選

挙
後
の
市
長
公
約
等
に
係
る
政

策
的
経
費
は
、
６
月
定
例
会
に

お
い
て
「
肉
付
け
予
算
」
と
し

て
編
成
さ
れ
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本
方
針
や
重
点

的
取
組
施
策
は
昨
年
度
と
変
わ

ら
ず
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
総
合
政
策
部

自
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援

事
業
（
約
１
億
６
千
３
百
万
円
）

 

事
業
内
容  

自
治
会
等
が
主
体

と
な
っ
て
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
対
し
補
助
金
等
の

支
援
を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
等

【
主
な
質
疑
】

質　
が
ん
ば
る
自
治
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
補
助
金
に
つ
い
て
、
令
和

７
年
度
か
ら
新
規
と
な
っ
て
い

る
樹
木
の
伐
採
や
自
治
会
活
性

化
に
対
す
る
補
助
金
の
要
望
は

多
数
あ
っ
た
の
か
。

答　

令
和
７
年
度
の
自
治
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
整
備
事
業
へ

予算常任委員会審査報告

懲罰特別委員会の審査概要

「新年度予算を可決」

は
22
件
の
申
請
が
あ
り
、
想
定

よ
り
多
い
申
請
と
な
り
、
継
続

実
施
の
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

自
治
会
活
性
化
推
進
事
業
補
助

金
は
80
自
治
会
の
申
請
を
見
込

ん
で
い
る
。

②
市
長
直
轄
組
織

消
防
・
防
災
施
設
整
備
事
業
（
約

１
億
３
千
３
百
万
円
）

 

事
業
内
容  

避
難
所
に
お
け
る

良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る

た
め
、
避
難
施
設
へ
の
空
調
設

備
の
整
備
を
推
進
し
、
防
災
力

の
強
化
に
努
め
る

【
主
な
質
疑
】

質　
災
害
時
拠
点
強
靭じ
ん

化
緊
急

促
進
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、

事
業
内
容
と
他
の
事
業
者
か
ら

の
申
出
は
な
か
っ
た
の
か
。
ま

た
、
事
業
の
情
報
提
供
は
行
わ

な
い
の
か
。

答　
災
害
時
の
帰
宅
困
難
者
を

受
け
入
れ
る
た
め
の
設
備
等
の

整
備
に
対
し
て
補
助
を
行
う
事

業
で
あ
り
、
今
回
初
め
て
の
提

案
が
あ
っ
た
。
今
後
は
事
業
の

情
報
提
供
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

※�

審
査
の
結
果
、
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
全
て
の
議
案
は
可

決
し
ま
し
た
。

　

令
和
8
年
（
第
1
回
）
3
月
定

例
会
2
月
26
日
の
個
人
質
問
時
の

森
原
陽
子
議
員
に
よ
る
市
長
へ
の

発
言
に
対
し
、
懲
罰
動
議
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
懲
罰
特
別
委

員
会
を
3
月
2
日
、
6
日
及
び
12

日
の
計
3
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
こ
の
発
言
が
、
地

方
自
治
法
第
1
3
2
条
（
言
論
の

品
位
）
及
び
近
江
八
幡
市
議
会
会

議
規
則
第
1
5
1
条
（
品
位
の
尊

重
）
に
定
め
る
規
定
に
抵
触
す
る

か
否
か
を
慎
重
に
審
査
を
し
ま
し

た
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
本
動
議

提
出
者
3
名
か
ら
の
説
明
聴
取
及

び
そ
れ
に
対
す
る
質
疑
、
ま
た
当

該
議
員
か
ら
の
一
身
上
の
弁
明
を

許
可
し
た
上
で
、
発
言
が
議
場
の

品
位
を
損
な
っ
た
か
、
ま
た
、
発

言
が
客
観
的
に
無
礼
な
言
葉
に
該

当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
委
員
間

討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
指
摘
の
あ
っ
た
発

言
は
政
策
的
評
価
、
批
判
の
範は

ん

疇ち
ゅ
う

に
留
ま
る
も
の
で
あ
り
、
懲
罰
事

由
に
は
該
当
し
な
い
と
の
判
断
に

至
り
、「
懲
罰
を
科
さ
な
い
」
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

3
月
17
日
の
本
会
議
に
て
懲
罰

特
別
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
を
行

い
、
賛
成
多
数
に
よ
り
森
原
陽
子

議
員
に
懲
罰
を
科
さ
な
い
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
懲
罰
特
別
委
員
会
」

　

委
員
長　

小
西
は
げ
む

　

副
委
員
長　

久
郷
定
彦

　

委
員　

青
木
勝
治
、
三
上
英
夫
、

　
　
　
　

山
本
妙
子
、
南
祐
輔
、

　
　
　
　

玉
木
弘
子
、
竹
尾
耕
児
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議
第
22
号　
令
和
８
年
度
近
江

八
幡
市
病
院
事
業
会
計
予
算
に

つ
い
て

　

令
和
８
年
度
の
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
病
院
事
業
会

計
予
算
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

執
行
部
か
ら
は
「
令
和
８
年
度

の
病
院
事
業
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出

に
お
け
る
収
支
の
差
引
は
マ
イ

ナ
ス
18
億
１
千
万
円
と
な
る
。

そ
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
人

件
費
や
物
価
の
上
昇
に
伴
う
給

与
費
や
高
額
薬
品
等
の
材
料
費

の
増
加
等
で
あ
る
が
、
経
費
に

つ
い
て
は
経
営
改
善
の
取
組
を

進
め
、
前
年
度
比
1.9
％
増
ま
で

に
抑
制
し
て
い
る
」
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
】

質　
令
和
８
年
度
当
初
予
算
は

赤
字
の
見
込
み
と
い
う
こ
と
か
。

答　
赤
字
予
算
で
計
上
し
て
い

る
。

質　
今
後
の
経
営
改
善
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　
令
和
８
年
６
月
か
ら
実
施

の
診
療
報
酬
改
定
に
よ
り
、
急

性
期
病
院
へ
の
診
療
報
酬
が
手

厚
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

総務常任委員会審査報告
「令和８年度病院事業会計予算ついて」

る
。
し
か
し
、
今
後
４
年
か
ら

５
年
先
は
日
本
の
医
療
構
造
の

変
革
が
な
い
と
こ
の
よ
う
な
状

態
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
現
時
点
で
は
赤
字
予

算
の
計
上
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

【
主
な
意
見
等
】

　
「
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
会
計

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
厳
し

い
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

経
営
改
善
へ
の
努
力
は
認
め
ら

れ
る
も
の
の
、
制
度
上
の
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
た
め
、

今
後
も
取
組
を
推
進
さ
れ
た
い
。

例
え
ば
、
委
託
事
業
等
に
つ
い

て
は
市
直
営
に
し
た
場
合
と
の

人
件
費
と
の
比
較
検
討
を
行
う

な
ど
、
さ
ら
な
る
効
率
化
を
求

め
る
」、「
東
近
江
医
療
圏
の
中

核
病
院
と
し
て
、
県
に
対
し
て

も
相
応
の
支
援
を
求
め
る
必
要

が
あ
る
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

※�

審
査
の
結
果
、
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
全
て
の
議
案
は
全

会
一
致
で

可
決
し
ま

し
た
。

議
第
23
号　
近
江
八
幡
市
乳
児

等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
24
号　
近
江
八
幡
市
特
定

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
第
25
号　
近
江
八
幡
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

附
則
第
2
条
第
1
項
の
経
過
措

置
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

令
和
8
年
4
月
か
ら
始
ま
る

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
た
め
、
ま
た
、
実
施

時
間
の
経
過
措
置
を
定
め
る
た

め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

は
、
0
歳
6
か
月
か
ら
満
3
歳

未
満
ま
で
の
未
就
園
児
を
対
象

に
、
月
に
一
定
時
間
、
就
労
要

件
を
問
わ
ず
時
間
単
位
で
柔
軟

に
保
育
施
設
を
利
用
で
き
る
制

度
で
す
。
9
時
か
ら
12
時
の
間

で
1
時
間
当
た
り
3
0
0
円
、

月
3
時
間
ま
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

教育厚生常任委員会審査報告
「こども誰でも通園制度の開始」

【
主
な
質
疑
】

質　
本
市
独
自
の
基
準
等
は
あ

る
の
か
。

答　
設
備
の
基
準
の
内
、
乳
児

室
の
面
積
に
つ
い
て
国
は
1.65
㎡

だ
が
、
本
市
で
は
3.3
㎡
と
し
て

い
る
。

質　
今
後
、
市
立
幼
稚
園
で
拡

充
を
検
討
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

た
が
、
上
程
さ
れ
て
い
る
基
準

で
受
入
れ
可
能
な
の
か
。

答　
人
員
や
設
備
で
課
題
に
は

な
っ
て
い
る
。
保
育
所
で
0
歳

児
を
受
入
れ
、
幼
稚
園
で
は
1

歳
か
ら
2
歳
児
を
受
け
入
れ
、

枠
を
広
げ
る
対
応
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

※�

審
査
の
結
果
、
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
全
て
の
議
案
は
可

決
し
ま
し
た
。
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議
第
36
号　
近
江
八
幡
市
給
水

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
第
37
号　
近
江
八
幡
市
下
水

道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

現
在
、
本
市
で
水
道
工
事
等

を
行
う
に
は
、
本
市
が
指
定
し

た
業
者
の
み
が
市
内
で
給
水
装

置
工
事
が
で
き
る
と
い
う
規
定

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
他
市
の

給
水
装
置
工
事
業
者
が
応
援
に

来
て
い
た
だ
い
て
も
、
工
事
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
が
、
能
登
半
島
沖
地
震
で
復

旧
が
遅
れ
た
原
因
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に

お
い
て
は
、
本
市
以
外
の
市
町

村
長
が
指
定
し
た
業
者
が
本
市

の
区
域
内
で
給
水
装
置
工
事
を

施
工
で
き
る
よ
う
な
規
程
に
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
提
案

さ
れ
た
も
の
で
す
。

【
主
な
質
疑
】

質　
こ
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
指
定
業
者
に
は
通
達
し

て
い
る
の
か
。

答　
基
本
的
に
は
普
段
の
工
事

は
指
定
業
者
に
し
か
業
務
を
し

産業建設常任委員会審査報告
「災害時早期対応のための条例改正」

て
も
ら
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
て
、
こ
の
改
正
は
非
常
事
態

の
限
定
さ
れ
た
状
況
に
お
け
る

も
の
で
あ
る
た
め
特
に
お
知
ら

せ
は
し
て
い
な
い
。

質　
能
登
半
島
沖
地
震
の
時
に

は
、
不
審
な
業
者
が
入
っ
て
き

て
、適
切
な
施
工
を
さ
れ
な
か
っ

た
事
例
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
ど

の
よ
う
に
し
て
市
外
の
業
者
を

選
任
さ
れ
る
の
か
。
そ
の
あ
た

り
の
確
認
は
し
っ
か
り
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

答　
有
事
の
際
の
特
例
措
置
で

あ
り
、
ま
た
、
入
っ
て
く
る
業

者
は
他
の
市
町
村
に
許
可
さ
れ

て
い
る
指
定
業
者
に
限
る
の
で
、

全
く
知
ら
な
い
業
者
が
入
っ
て

く
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。

※�

審
査
の
結
果
、
委
員
会
で
付

託
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
は

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　総務常任委員会では、所管事務調査項目を「行政のDX化について」、「公共工事の課題調査について」、
「公立病院事業について」、「観光振興の課題調査について」、「地域に根ざしたまちづくり協議会活動
について」及び「移住定住促進について」の６件とし、このうち「公立病院事業について」は、令和
８年１月15日に総合医療センターとの意見交換や医療現場の視察等を行い、病院経営の実態調査を
実施しました。
　調査では、「公立病院経営強化プラン」推進の課題等、経営改善に向けた具体的な取組について、
説明を受けた後、意見交換を行いました。また、手術室、コマンドセンター等の見学及び手術室にお
いて、ダヴィンチ（手術支援ロボット）の操作体験等を行い、総合医療センターの業務の実際につい
て直接学ぶ機会としました。
　今後も引き続き、各項目についての調査・研究を深め、その成果を課題解決に向けた具体的な提案
等に反映し、市政の発展に活かしていけるよう研鑽に努めてまいります。

総務常任委員会活動報告総務常任委員会活動報告

【引用】近江八幡市立総合医療センターホームページより　https://www.kenkou1.com/medical-list/davinci/
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　本委員会は、市庁舎整備等に係る案件の調査研究を行いました。
　４月18日、新庁舎のオフィス整備に係る什器を製造している事業者の工場を訪問し、製造過程や
新しい働き方の様子を見学し、働き方改革に伴う効果について説明を受けました。
　５月１日、新庁舎の議会フロア及び議場の什器やレイアウトの提案を事業者から受け、意見交換を
行い、それぞれの規格や配色、配置の確認をしました。
　７月14日、建設中の新庁舎の現場見学を行い、工事の進捗状況を確認しました。
　８月22日、市当局から建設資材等の価格上昇に伴う対応についての説明を受け、第３回（９月）
定例会にて市庁舎整備工事請負契約の変更について審査を行いました。
　南別館改修事業については、事業概要の確認などを行い、８月29日には南別館改修工事請負契約
の締結について審査を行いました。
　市民広場整備事業については、本計画策定の進捗状況を確認し、整備手法や管理運営方法及びイメー

ジ、コンセプトなどについて市当局と意見交換をし
ました。
　市当局には、市庁舎整備工事や南別館改修工事に
おいて引き続き安全な工事施工に努めるとともに、
多様化するニーズや行政需要の変化に柔軟に対応が
でき、市民が誰でも利用しやすく、安全で安心を支
える庁舎となるよう適切な事業推進に努められるよ
う要望します。

　本委員会は、「議会基本条例の趣旨に基づいた議会運営が行われているのか検討及び議会機能の強
化に向けて調査研究を行う」、「議員のコンプライアンス意識の向上とハラスメントの防止などの調査
研究を行う」を設置目的とし、今年度６月、議会改革推進員会を改め、新たに特別委員会として設置
されました。
　新たに設置された委員会であることから、今年度はまず、今後の議会改革に向けての基盤強化のた
めの１年としました。委員会として主体的に問題設定をして進めていくべきであると考え、委員会と
してやるべきことや課題について委員同士で協議をして共有化や統一化をしていくことを目的にグ
ループワークを実施してきました。グループワークでは、議会改革における重要課題として挙げた３
つのテーマ「議会の機能強化に向けて」、「市民との関係強化（「開かれた議会」の推進）に向けて」、「議
会運営・議員に関する課題解決に向けて」について、各グルー
プで話し合うことで、それぞれの委員から本市議会の課題や
議会改革を進めていくうえで優先すべき事項など、さまざ
まな意見が出され、それらについて協議を重ねてきました。
　委員会のグループワークの中で出された意見などを参考
に、議会の活性化や議会機能の強化を図り、市民参画の機
会や市民の意見を政策に反映していく仕組みなどを一層強
化していけるよう引き続き取り組んでいきます。

市庁舎整備等特別委員会報告市庁舎整備等特別委員会報告

議会改革特別委員会の取組報告議会改革特別委員会の取組報告
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　議会改革と議会活性化の取組について学ぶため、西脇市議会へ視察研修を行いました。西脇市議会
は、早稲田大学マニュフェスト研究所議会改革度調査2024において総合ランキング31位で様々な議
会改革を実施されており、その取組事例について学びました。
　議会基本条例を毎年検証することにより、挙げられた課題に対し適切な措置を講じる仕組みづくり
や、毎定例会ごとに実施される反省会での多岐にわたる気づきの項目から改善を行っておられます。
ほかにも一般質問で政策提案された結果や市民からの困りごとまたは提案を委員会で調査・合意形成
を図り、政策・条例提案につなげる委員会中心主義等、議会改革や議会の機能強化を進めるための数
多くの学ぶべき点がありました。
　視察研修で学んだことを活かしつつ、今後の議会運営と議会改革を進めていきます。

議会運営委員会・議会改革特別委員会 視察研修報告議会運営委員会・議会改革特別委員会 視察研修報告  （令和８年１月16日（金））（令和８年１月16日（金））

　元近江八幡市議会議員の西川與平氏と安井千代枝氏のお二人が高齢者叙勲を受章され、令和８年２

月24日に伝達式を行いました。

　西川與平氏は、昭和50年４月30日から通算10期、約33年間の長きにわたり、旧安土町議会議員及

び近江八幡市議会議員として市政の発展に尽くされました。特に近江八幡市と安土町の合併直前の平

成22年３月に旧安土町議会議長として議会の要職に就任し、その卓越した識見と指導力により旧安

土町議会及び近江八幡市議会の円滑かつ公正な運営にご尽力いただきました。

　安井千代枝氏は、平成11年４月30日から通算３期、約12年間の長きにわたり、近江八幡市議会議

員として市制の発展に寄与されました。特に平成14年４月から

１年間の近江八幡市議会建設病院常任委員会副委員長をはじめ

とする常任委員会副委員長として議会の要職に就かれ、その卓

越した識見と優れた調整力により、近江八幡市議会の円滑かつ

公正な運営にご尽力いただきました。

　西川與平氏はご本人へ旭日双光章を、安井千代枝氏はご家族

へ旭日単光章を山本市議会議長よりそれぞれ伝達いたしました。

西川與平氏、安井千代枝氏　叙勲伝達式
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（左：西川與平氏と右：山本英夫議長）



   【議会の傍聴について】    
　市議会定例会、臨時会、各常任委員会は公開されており、どなたでも傍聴していただくこ
とができます。傍聴される場合は、市役所４階議会事務局で傍聴券と当日の資料を受け取っ
てください。
　なお、傍聴券は当日に限り有効です。

   【テレビ放送やインターネット（YouTube）での放送について】 
　市議会本会議の様子は、ZTVのコミュニティチャンネ
ルで生中継と録画放送を放送するとともに、議会が閉会
した約２週間後には、同じくコミュニティチャンネルの
「市政だより」のコーナーで本会議の模様を紹介してい
ます。
　また、インターネットでは、YouTube（ユーチューブ）
による本会議の録画配信を行っています。本会議の開催
期間中は、ライブ配信も行っています。

　令和８年第１回（３月）市議会定例会は、新庁舎の完成に伴い、新し
い議場で初めて開催される記念すべき議会となりました。新たな環境の

もと、議員一同、これまで以上に緊張感と責任感をもっての定例会となりました。
　本定例会では、新年度予算をはじめ、多くの重要な議案について慎重に審議を行いました。
市民の皆さまの暮らしを支え、将来につながる施策が着実に進められるよう、また、新し
い議場が開かれた議会の象徴となるように、これからも市民の皆様に信頼される議会を目
指して、今後も引き続き議会運営に努めてまいります。� （広報広聴委員長　南　祐輔）

編 集 後 記
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全員一致で承認・可決・同意・採択した議案
議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託委員会

◇　専 決 処 分

議第1号 専決処分の承認を求めることについて
令和７年度近江八幡市一般会計補正予算（第８号）　令和７年度近江八幡市一般会計補正予算（第９号） 予算

◇　予　　　算

議第2号 令和７年度近江八幡市一般会計補正予算（第１０号） 予算

議第3号 令和７年度近江八幡市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 教育厚生

議第4号 令和７年度近江八幡市介護認定審査会共同設置事業特別会計補正予算（第２号） 教育厚生

議第5号 令和７年度近江八幡市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正予算（第４号） 教育厚生

議第6号 令和７年度近江八幡市介護保険事業特別会計（サービス事業勘定）補正予算（第２号） 教育厚生

議第7号 令和７年度近江八幡市文化会館事業特別会計補正予算（第３号） 総務

議第8号 令和７年度近江八幡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 教育厚生

議第9号 令和７年度近江八幡市水道事業会計補正予算（第２号） 産業建設

議第10号 令和７年度近江八幡市下水道事業会計補正予算（第１号） 産業建設

議第11号 令和７年度近江八幡市病院事業会計補正予算（第２号） 総務

令和8年第1回（3月）近江八幡市議会定例会に提出された議案と議決結果

　賛否の分かれた議案

議案番号 件　　　　　　　　　　名

付 

託 

委 

員 

会

会派 創政会 政翔会 育政会 ① ② ③ ④

議
決
結
果

間
宮
　
泰
樹

藤
村
　
健
造

三
上
　
英
夫

道
下
　
直
樹

南
　
　
祐
輔

大
川
　
恒
彦

岡
田
　
彦
士

小
西
は
げ
む

久
郷
　
定
彦

沖
　
　
茂
樹

辻
　
　
正
隆

小
川
　
広
司

青
木
　
勝
治

松
村
　
　
務

山
本
　
英
夫

中
塚
　
理
恵

山
本
　
妙
子

森
原
　
陽
子

玉
木
　
弘
子

竹
尾
　
耕
児

山
元
　
聡
子

◇　予　　　算

議第12号 令和８年度近江八幡市一般会計予算 予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 × × 〇 〇

議第13号 令和８年度近江八幡市国民健康保険特別会計
予算 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 × × 〇 〇

議第15号 令和８年度近江八幡市介護保険事業特別会計
（保険事業勘定）予算 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 × × 〇 〇

議第16号 令和８年度近江八幡市介護保険事業特別会計
（サービス事業勘定）予算 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 × × 〇 〇

議第18号 令和８年度近江八幡市後期高齢者医療特別会計
予算 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 × × 〇 〇

◇　条　　　例

議第23号 近江八幡市乳児等通園支援事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の制定について 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 × × 〇 〇

議第24号 近江八幡市特定乳児等通園支援事業の運営に
関する基準を定める条例の制定について 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 × × 〇 〇

議第25号
近江八幡市子ども・子育て支援法施行規則の
一部を改正する内閣府令附則第２条第１項の
経過措置を定める条例の制定について

教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 × × 〇 〇

議第39号 近江八幡市病院事業使用料及び手数料条例の
一部を改正する条例について 総務 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 × × 〇 〇

◇　議員提出議案

会第3号
稼働中のすべての原発の即時停止を求めると
ともに、新たな原発の建造に反対する意見書
の提出について

総務 否決 × × × × × × × × × × × × × × ― × × 〇 〇 〇 ×

会第4号 憲法改正に反対し、改憲発議を行わないこと
を求める意見書の提出について 総務 否決 × × × × × × × × × × × × × × ― × × 〇 〇 × ×

①：公明党　②：日本共産党　③：チームはちまん　④：凛成会
○…賛成　  ×…反対　　  欠…欠席　　  退…退席　  除…除斥　　― …議長は採決に加わっていません。※可否同数の場合は議長裁決
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６月定例会のご案内　令和８年第２回（６月）市議会定例会は、次のような日程で予定しています。それ以外の日は、休会の予定です。
５月臨時会のご案内　令和８年第１回（５月）市議会臨時会は、５月20日（水）を予定しています。

開会日 質問日 委員会 閉会日

６月22日（月）
７月１日（水）、２日（木）、10日（金）、
１３日（月）、１４日（火）

７月15日（水）、16日（木）、17日（金）、
21日（火）、22日（水）

７月24日（金）

皆さまからの議会運営に関するご意見を、メールまたは文書にて、議会事務局までお寄せください。
〒523－8501　近江八幡市桜宮町236番地　Ｅメール：020200@city.omihachiman.lg.jp　ＦＡＸ  ：０７４８－３６－７１０１

全員一致で承認・可決・同意・採択した議案
議第14号 令和８年度近江八幡市介護認定審査会共同設置事業特別会計予算 教育厚生

議第17号 令和８年度近江八幡市文化会館事業特別会計予算 総務

議第19号 令和８年度近江八幡市大中の湖地区基幹水利施設管理事業特別会計予算 産業建設

議第20号 令和８年度近江八幡市水道事業会計予算 産業建設

議第21号 令和８年度近江八幡市下水道事業会計予算 産業建設

議第22号 令和８年度近江八幡市病院事業会計予算 総務

議第43号 令和７年度近江八幡市一般会計補正予算（第１１号） 予算

◇　条　　　例

議第26号 近江八幡市近江八幡駅北口東側自転車駐車場条例の一部を改正する条例の制定について 産業建設

議第27号 近江八幡市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第28号 近江八幡市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第29号 近江八幡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第30号 近江八幡市職員旅費支給条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第31号 近江八幡市使用料条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第32号 近江八幡市みんなの心で手をつなぐ手話言語条例の一部を改正する条例の制定について 教育厚生

議第33号 近江八幡市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 教育厚生

議第34号 近江八幡市火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について 産業建設

議第35号 近江八幡市都市公園のうち有料施設の属する都市公園の管理及び運営に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第36号 近江八幡市給水条例の一部を改正する条例の制定について 産業建設

議第37号 近江八幡市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 産業建設

議第38号 近江八幡市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準を定める条例の一部を改正する条例の制定
について 産業建設

議第44号 近江八幡市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 教育厚生

議第45号 近江八幡市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 産業建設

◇　そ　の　他

議第40号 令和８年度近江八幡市下水道事業会計減債積立金の目的外使用につき議決を求めることについて 産業建設

議第41号 市道路線の認定につき議決を求めることについて 産業建設

議第42号 市道路線の変更につき議決を求めることについて 産業建設

◇　人　　　事

議第46号
～

議第69号
近江八幡市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 省略

議第70号 西宿財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 省略

議第71号 東財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 省略

◇　議員提出議案

会第1号 障害基礎年金制度の抜本的改善を求める意見書の提出について 教育厚生

会第2号 介護保険制度の抜本的改善及び介護従事者の処遇改善を求める意見書の提出について 教育厚生

付託委員会欄の「予算」は予算常任委員会、「総務」は総務常任委員会、「教育厚生」は教育厚生常任委員会、「産業建設」は産業建設常任委員会です。
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●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷


